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問  

将
来
を
見
越
し
た
基
金
残
高
、
県

債
残
高
、
そ
し
て
、
実
質
的
な
借
入
残

高
の
推
移
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

と
を
併
せ
参
照
点
検
す
る
と
、
大
変
厳

し
い
予
測
も
見
え
て
く
る
が
、
将
来
の

財
政
運
営
に
対
す
る
来
年
度
予
算
の
位

置
づ
け
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

答  

将
来
負
担
は
３
１
７
４
億
円
。
前

の
期
の
終
わ
り
か
ら
い
け
ば
５
０
０
億

円
ほ
ど
減
ら
し
、
約
束
を
果
た
し
て
、

将
来
不
安
を
取
り
除
い
た
。
基
金
残
高

問 
地
域
間
の
税
源
の
偏
在
是
正
の
た

め
、
地
方
税
の
一
部
を
地
方
共
通
課
題

の
た
め
の
共
同
財
源
と
位
置
づ
け
、
法

人
事
業
税
な
ど
を
財
源
と
し
て
活
用
す

る
仕
組
み
の
「
地
方
共
同
税
」
と
名
付

け
た
税
体
系
で
行
う
べ
き
で
は
。

答 

ド
イ
ツ
の
ラ
ン
ト
州
の
地
方
共
同

税
は
、
参
考
に
す
べ
き
税
制
度
。
こ
の

辺
の
議
論
は
知
事
会
で
も
提
起
し
て

い
る
。
地
方
共
有
税
、
地
方
共
同
税
、

税
源
交
換
な
ど
比
較
検
討
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
地
方
財
政
を
支
え
得
る
税

収
構
造
を
実
現
す
べ
く
議
論
の
提
起
を

行
っ
て
い
く
。

問 

働
く
場
所
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

こ
れ
が
若
者
の
声
。
雇
用
の
場
の
確
保

へ
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

答 

全
力
を
挙
げ
て
若
い
方
々
が
住
み

た
い
と
思
え
る
環
境
づ
く
り
を
す
る
。

問 

国
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
女
性
の

管
理
職
割
合
を
30
％
に
す
る
の
が
目
標

だ
。
鳥
取
県
職
員
に
お
け
る
女
性
の
管

理
職
の
割
合
の
今
後
の
目
標
を
問
う
。

答 

予
定
を
前
倒
し
し
て
、
新
年
度
に

は
、
女
性
管
理
職
12
％
を
目
指
す
。

問 

特
殊
詐
欺
被
害
額
が
増
加
し
て
い

る
。
特
殊
詐
欺
防
止
コ
ー
ル
事
業
な
ど

対
策
を
問
う
。

答 

今
後
も
、
自
治
体
・
金
融
機
関
等

と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る

取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

問 

転
機
を
迎
え
る
農
政
を
ど
う
確
立

す
る
の
か
。
長
い
歴
史
を
も
つ
農
家
と

問 

中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
に
よ
る

と
、
首
長
は
最
終
的
な
権
限
を
持
つ
執

行
機
関
と
な
り
、
教
育
長
は
首
長
の
補

助
機
関
で
事
務
方
の
責
任
者
、
教
育
委

員
会
は
首
長
が
定
め
る
教
育
の
方
向
性

を
審
議
し
、
業
務
の
評
価
を
す
る
諮
問

的
な
役
割
を
担
う
附
属
機
関
と
な
り
、

教
育
委
員
会
は
無
用
と
言
っ
て
い
る
の

と
変
わ
り
な
い
。
知
事
の
所
見
は
。

答 

こ
の
動
き
は
鳥
取
県
の
今
の
動
き

を
後
追
い
し
て
い
る
。
執
行
部
と
県
教

委
と
で
教
育
の
基
本
を
議
論
す
る
教
育

振
興
計
画
、
ま
た
有
識
者
を
交
え
て
そ

の
方
針
を
議
論
す
る
教
育
協
働
会
議
な

ど
同
じ
仕
組
み
で
あ
る
。
鳥
取
県
版
は

現
場
主
義
の
教
育
改
革
だ
が
、
世
上
議

論
さ
れ
て
い
る
教
育
委
員
会
改
革
論
議

は
次
善
の
策
で
あ
る
。
ま
だ
疑
問
が
あ

る
が
、
一
定
程
度
の
評
価
は
し
た
い
。

稲田　寿久 議員

選挙区 米子市

来
年
度
予
算
の
方
向
性
は

「
地
方
共
同
税
」
の
検
討
を

若
者
の
声
を
県
政
に

女
性
が
輝
く
鳥
取
県

オ
レ
オ
レ
詐
欺
防
止
へ

農
業
活
性
化
の
支
援
策
は

教
育
委
員
会
改
革
を
問
う

　

２
月
定
例
会
で
は
、
稲
田
寿
久
議
員

（
鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党
）、
坂
野
経

三
郎
議
員
（
会
派
「
絆
」）、
国
岡
智
志

議
員
（
会
派
希の
ぞ
み望
）
の
３
名
の
議
員
が

県
行
財
政
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
会

派
を
代
表
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

鳥
取
県
議
会
会
派
「
絆
」

も
３
０
０
億
円
の
キ
ャ
ッ
プ
を
守
り
、

３
６
２
億
円
残
し
た
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
は
88
億
円
の
黒
字
と
な
っ

た
。
か
な
り
大
き
な
額
を
確
保
し
た
の

で
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
未
来
に
向
け

た
今
後
の
政
策
の
方
向
性
を
打
ち
出

し
、
着
実
な
成
果
を
あ
げ
て
い
く
。

坂野経三郎 議員

選挙区 鳥取市

農
地
の
深
い
関
係
に
大
な
た
を
振
る
う

こ
と
に
な
る
が
、知
事
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答 

国
は
産
業
政
策
と
地
域
政
策
と
を

車
の
両
輪
と
し
て
施
策
を
展
開
す
る
考

え
だ
。
農
地
中
間
管
理
法
人
、
日
本
型

直
接
支
払
制
度
な
ど
我
が
県
で
も
、
そ

う
し
た
方
向
性
で
強
化
し
た
い
。
農
地

の
流
動
化
促
進
、
農
地
・
水
保
全
事
業

の
更
な
る
展
開
を
図
り
、
農
業
の
活
性

化
に
向
け
て
カ
ー
ド
を
切
り
た
い
。
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問 

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
だ
け
で
有
害
情

報
を
遮
断
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ

る
。
家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
、
音
楽
プ
レ
ー

ヤ
ー
等
の
Ａ
Ｖ
機
器
は
ネ
ッ
ト
接
続
が

当
た
り
前
、パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
も
、
子
ど
も
が
安
全
に
使
う
た
め
の

問 

鳥
取
県
の
現
状
か
ら
問
題
視
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
、
県
を
支
え

る
べ
き
「
生
産
人
口
」
が
著
し
く
減
少

し
て
い
る
こ
と
だ
。
子
育
て
従
事
者
、

問 

福
島
県
楢
葉
町
を
訪
れ
、
改
め
て

原
発
事
故
の
怖
さ
を
知
っ
た
。
国
の
基

準
を
ク
リ
ア
し
た
原
発
は
、
事
故
は
起

こ
り
得
な
い
の
か
、県
の
考
え
を
問
う
。

答 

「
リ
ス
ク
は
完
全
に
ゼ
ロ
で
は
な

い
」
と
、
国
は
説
明
さ
れ
て
い
る
。

問 
企
業
誘
致
は
極
め
て
大
切
だ
が
、

最
も
大
切
な
の
は
、
地
場
産
業
の
育
成

だ
と
考
え
る
。
景
気
悪
化
し
て
も
、
逃

げ
ら
れ
な
い
地
元
企
業
へ
の
補
助
制
度

を
周
知
徹
底
し
て
は
。

答 

地
元
企
業
と
意
見
交
換
を
し
、
周

知
徹
底
を
強
化
し
て
い
く
。

問 

子
育
て
世
代
の
経
済
負
担
の
軽
減

と
、
他
の
産
業
に
比
べ
悪
い
保
育
現
場

の
処
遇
改
善
が
必
要
で
は
。

答 

国
に
財
源
を
確
保
し
て
い
た
だ

き
、
対
策
を
充
実
し
て
も
ら
い
た
い
。

問 

鳥
取
県
に
は
全
国
に
誇
る
政
策
や

施
設
が
あ
る
。
県
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
、
更

に
多
く
の
視
察
を
受
け
入
れ
て
は
。

答 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

問 

特
別
支
援
教
育
の
認
定
講
習
制
度

の
在
り
方
を
問
う
。

答 

効
率
的
な
取
得
方
法
を
検
討
す
る
。

問 

生
徒
や
教
員
の
声
を
聞
く
必
要
性

の
有
無
と
、
教
員
の
負
担
感
増
大
に
対

す
る
対
策
を
問
う
。

答 

教
育
委
員
会
に
任
せ
る
べ
き
で
、

一
方
的
に
首
長
が
決
め
る
こ
と
は
な

い
。
教
員
の
負
担
感
改
善
は
教
育
委
員

会
か
ら
協
議
が
あ
れ
ば
応
分
な
予
算
措

置
を
含
め
、
支
援
す
る
。

青
少
年
条
例
の
改
正
を

男
女
共
同
参
画
の
推
進
を

原
発
の
新
規
制
基
準

県
内
企
業
の
声
を
県
政
に

子
育
て
王
国
と
っ
と
り

視
察
型
観
光
を
提
案

特
別
支
援
教
育
を
問
う

土
曜
授
業
を
問
う

鳥
取
県
議
会
会
派
希の

ぞ
み望

様
々
な
設
定
が
簡
単
に
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
家
庭
内
に
あ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
接
続
で
き
る
パ
ソ

コ
ン
な
ど
多
様
な
機
器
を
保
護
者
が
利

用
時
間
な
ど
ト
ー
タ
ル
に
利
用
状
況
を

監
督
す
る
こ
と
を
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
と
呼
ぶ
が
、
鳥
取
県
青
少
年

健
全
育
成
条
例
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

の
機
能
活
用
ま
で
し
か
記
載
が
な
い
。

一
歩
進
め
て
条
例
に
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
明
記
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
普
及
さ
せ
、
青
少
年
が
安

心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
で
き

る
環
境
整
備
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

知
事
の
所
見
を
伺
う
。

答 

全
国
的
に
も
早
く
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
の
活
用
を
県
民
運
動
的
に
実
施
し

て
き
た
が
、
実
態
を
踏
ま
え
て
条
例
改

正
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
具
体
的
に

は
、
条
例
を
改
正
し
、
ペ
ア
レ
ン
タ
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
導
入
に
つ
い
て
、
保

護
者
や
販
売
業
者
で
の
啓
発
活
動
や
協

力
義
務
等
を
検
討
し
て
い
き
、
改
め
て

議
会
に
条
例
案
の
相
談
を
し
た
い
。

特
に
母
親
の
社
会
進
出
を
も
っ
と
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
子
育
て
世

帯
の
親
、
特
に
女
性
が
な
ぜ
、
豊
か
に

な
ら
な
い
の
か
。
子
育
て
中
は
、
自
分

ら
し
く
働
く
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
い
る

女
性
は
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
意
識

を
変
え
る
た
め
に
は
、
民
間
と
手
を
組

み
、
連
携
型
で
支
援
す
る
仕
組
み
を
作

る
こ
と
が
重
要
。
行
政
、
企
業
、
就
労

者
、
こ
の
３
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
非
常
に

重
要
だ
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
は
、
今
を
よ
り
良
く
す
る
だ
け
で

は
な
い
。
未
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み

を
さ
ら
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
実
施

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
男
女
均
等
政

策
や
妊
産
婦
の
優
遇
策
の
み
な
ら
ず
、

労
働
時
間
政
策
、
非
正
規
労
働
者
政
策

な
ど
働
き
方
の
全
般
的
な
改
革
が
必
要

で
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
が
、
知
事
の
所
見
を
伺
う
。

答 

行
政
・
企
業
・
就
業
者
が
相
ま
っ

て
運
動
を
起
こ
し
、
こ
の
世
を
変
え
て

い
く
方
向
に
向
か
う
温
か
な
地
域
社
会

と
し
て
、
鳥
取
県
が
名
乗
り
を
上
げ
た

い
と
思
う
。
働
き
方
、
様
々
な
環
境
も

含
め
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
整
え
て

い
く
事
で
、
大
き
く
時
代
を
変
え
て
い

く
リ
ー
ダ
ー
役
に
鳥
取
県
が
な
る
よ
う

に
、
今
後
と
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

国岡　智志 議員

選挙区 八頭郡


